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監
査
報
告

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
関

係
書
帳
簿
、
証
書
類
は
整
備

さ
れ
て
お
り
、
計
数
的
に
も

正
確
で
あ
り
ま
し
た
。
基
金

運
用
も
含
め
総
体
的
に
、
ほ

ぼ
健
全
な
行
財
政
運
営
が
な

さ
れ
て
お
り
、
予
算
も
効
率

よ
く
執
行
さ
れ
、
行
政
目
的

が
達
成
さ
れ
た
も
の
と
認
め

る
も
の
で
す
。

　

町
税
の
収
入
の
未
済
額
が

前
年
度
よ
り
減
少
、
引
き
続

き
収
入
未
済
額
の
圧
縮
に
向

け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
、

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

基
金
の
取
り
崩
し
や
地
方
債

の
借
入
に
依
存
し
な
い
持
続

的
な
財
政
構
造
の
確
立
に
努

め
る
よ
う
望
み
ま
す
。

　

今
後
と
も
行
財
政
運
営
の

合
理
化
・
効
率
化
を
図
り
つ

つ
、
住
民
福
祉
の
増
進
と
魅

力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、

よ
り
一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
審
査
意
見
と
し

ま
す
。

千
代
田
町
監
査
委
員

白
石　

正
躬

細
田　

芳
雄

（
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋
）

平成30年９月定例会
９14９ ４ （11日間）

　平成30年第３回議会定例会が、９月４日から14日までの11日間の会期で開かれ、報告、条例
の制定や改正、平成29年度決算の認定、平成30年度一般会計補正予算、人事案件、発議等上程され、
決算の認定については、決算審査特別委員会において慎重に審議を行いました。また、４名の
議員が一般質問に立ち、町の考えについて質問しました。

平成29年度　一般会計決算平成29年度　一般会計決算
安心安全な生活・福祉・教育環境の向上を目指した予算執行がなされました。

歳入（町に入ったお金）  49億4,321万円
歳出（町が使ったお金）  46億7,899万円

 本　会　議 

４日　一般質問
５日・14日　議案審議他

 常任委員会 

６日　総務産業
７日　文教民生

10・11日　決算審査（特別委員会）

民生費12万2,000円

（14億699万円）

公債費３万2,000円

（３億6,732万円）

総務費８万2,000円

（９億4,160万円）

土木費３万2,000円

（３億6,594万円）

教育費５万6,000円

（６億4,447万円）

消防費２万7,000円

（３億425万円）

衛生費３万6,000円

（４億1,523万円）

農林水産業費１万円

（１億1,870万円）

〈一般会計決算の主な内訳〉　町民一人あたり約41万円使われました
 （平成30年３月末人口１万1,457人） （　）の数字は総額

その他１万円（議会費・労働諸費・商工費・諸支出金１億1,449万円）

認定
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平成29年度予算から追った平成29年度予算から追った
議員が注目した事業議員が注目した事業

 子育て・教育環境（歳出） 
・英語検定料助成金…87万円
・東小学童クラブ建築工事…4,105万円
木のぬくもりと気持ちよい風が流れる東小学童
　東小学校内に設置されていた学童教室がグラウンド
北側の敷地内に完成しました。
　以前は校舎内の１教室を利用していましたが、完成し
た教室は子どもたちが
勉強する部屋と遊ぶ部
屋そして教務室と３部屋
あり、建物は天井も高く
広々としていて、木をふ
んだんに使用し気持ちよ
い風が流れる空間です。

 地方創生関連事業（歳入） 
・ふるさと応援寄附金4,055万円収入…1,251件
（平成28年度より1,456万円・502件の増加）

［自然環境、地域景観の保全、地域福祉、教育・文化・
スポーツ振興・文化財保全など町が推進する事業へ支
出されました。］

 安全・安心の確保（歳出） 
・ 災害時の防災拠点として敷地購入・舗装修
繕工事・防災倉庫設置…6,611万円
（西小学校北側の土地を災害時の防災拠点として購入
し整備しました。）

・洪水ハザードマップの作成…175万円
（「千代田町防災マップ」
を作成して、約3,700
世帯に配布し、防災意
識の向上を図りまし
た。）

 社会福祉の向上（歳出） 
・健康器具設置…550万円
心地よい汗の流せる空間
　東部運動公園内の遊歩道に10基の大人向け健康器具
が設置されました。
　芝生と木々に囲まれた空間の中、心地よい汗を流し
て元気に健康寿命の延伸に活用できる器具です。

●学童指導員
部屋が増えたことで、指導環境が勉強と遊びの場
面で分けられた。夏休みでは１・２年生、３年生
以上が学年で分けられた。建物を作ってもらい感
謝しています。
●学童の皆さん
「広くなった」「部屋がきれいになった」「トイレが
きれいになった」「静かに勉強できるようになった」
●議員の体験談
取材をしながら学童と一緒におやつを食べ、日記を
書く遊びをしました。退室時には、たくさんの元気
をもらい、とても晴れやかな気分になりました。

●11区在住のＭさん
「器具があると便利だよ。ウオーキングしながら
緑に囲まれて運動が出来て気持ちがいい。」
●議員の体験談
健康器具10基をそれぞれ体験しました。簡単な
運動から難易度の高いものまで、相当な運動量が
ありました。

現 場 の 声

現 場 の 声
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問

平
成
28
年
度
東
保
育

園
の
保
育
料
の
延
滞
が
か

な
り
あ
っ
た
が
、平
成
29

年
度
に
無
く
な
っ
た
要
因

は
。

答

未
納
分
の
保
育
料
を

支
払
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
滞
納
者
に
対

し
督
促
や
、
児
童
手
当
の

支
払
い
時
に
相
談
を
し
て

い
き
ま
す
。

問

町
内
か
ら
町
外
の
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
る
子
ど

も
の
数
が
増
え
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答

保
護
者
の
就
労
環
境

な
ど
の
変
化
に
よ
り
や
む

を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
増
え
て
い
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

問

人
材
派
遣
を
活
用
し

て
保
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
部
分
が
あ
る
が
、
今

後
人
材
の
確
保
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

町
に
勤
め
て
も
ら
え

る
雇
用
条
件
の
確
保
が
で

き
る
か
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
で
す
。

環
境
下
水
道
課

問

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費

と
公
害
調
査
測
定
委
託
料

の
違
い
は
。

答

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調

査
事
業
は
、
都
市
整
備
課

所
管
で
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
計
上

し
た
予
算
で
す
。

　

公
害
調
査
測
定
委
託
料

は
、
臭
気
測
定
や
河
川
の

水
質
調
査
を
２
回
行
っ
た

金
額
で
す
。

問

町
で
始
め
た
切
り
枝

処
分
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

に
つ
い
て
、
従
来
の
処
分

方
法
で
処
理
さ
れ
た
場
合

の
費
用
対
効
果
は
。

答

切
り
枝
処
分
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
の
方
が
、
１
万

２
，
０
０
０
円
ほ
ど
高
く

な
り
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
を
向
上
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
が
で

き
る
こ
と
は
積
極
的
に

や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

総
務
課

問

お
も
て
な
し
マ
ラ
ソ

ン
の
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
今
後
の
見

込
み
は
。

答

今
回
の
第
３
回
目
か

ら
、
参
加
者
の
負
担
金
を

値
上
げ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
か
ら
広
告

料
の
よ
う
な
形
で
、
協
賛

金
を
募
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

問

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
、
藤
原
古
墳
群
を
守
る

会
の
活
動
内
容
は
、
ま
た

今
後
の
方
向
性
は
ど
う

か
。

答

中
島
地
区
に
あ
る
藤

原
古
墳
群
の
下
草
刈
り
や

雑
木
の
伐
採
な
ど
、
環
境

保
全
に
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

文
化
振
興
や
子
ど
も
の

見
守
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
団
体
な
ど
が 

増
え
る

よ
う
に
、
周
知
活
動
し
て

い
き
た
い
で
す
。

問

消
火
栓
の
整
備
や
防

火
水
槽
の
整
備
に
つ
い
て

は
。

答

消
火
栓
は
、
１
５
０

ミ
リ
の
水
道
の
本
管
が
無

い
と
こ
ろ
に
は
、
設
置
で

き
ま
せ
ん
。

　

平
成
29
年
度
は
、
防
火

水
槽
の
新
設
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
地
区
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
地
権
者

の
同
意
を
得
て
、
新
設
し

て
い
き
た
い
で
す
。

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は

購
入
と
リ
ー
ス
ど
ち
ら
が

い
い
の
か
。

答

リ
ー
ス
は
点
検
や
故

障
時
の
対
応
、
パ
ッ
ト
の

交
換
や
新
し
い
機
種
の
入

れ
替
え
な
ど
、
す
べ
て
料

金
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
、

リ
ー
ス
の
方
が
有
利
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

議員が100以上の質疑！審議に要した時間600分議員が100以上の質疑！審議に要した時間600分

審査年月日：平成30年９月10日・11日
委 員 構 成：議員全員
　　　　　　委 員 長　柿沼　英己
　　　　　　副委員長　川田　延明

主

な

質

疑

健
康
子
ど
も
課

決算審査特別委員会
平成29年度各会計決算を徹底審議
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問

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
緊
急
通
報
装
置
事
業

は
、
有
効
活
用
さ
れ
て
い

る
か
。

答

緊
急
通
報
装
置
を
１

３
０
機
リ
ー
ス
し
て
、
１

１
０
機
設
置
し
て
い
ま
す
。

命
を
救
っ
た
事
例
が
何
回

か
あ
り
ま
す
。

問

熱
中
症
計
貸
与
事
業

の
運
用
に
つ
い
て
ど
う

か
。

答

役
場
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
高
齢
者
宅
に

出
向
き
、
使
い
か
た
の
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

問

給
食
費
の
納
入
に
つ

い
て
。

答

公
会
計
に
移
行
し
た

た
め
現
金
納
入
か
ら
口
座

振
替
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
金
納
入
の
時
よ
り
滞

納
者
が
増
え
て
い
る
事
は

事
実
で
す
。

　

年
に
数
回
督
促
状
を
出

し
て
い
ま
す
が
、
納
入
が

見
ら
れ
な
い
人
に
は
、
直

接
電
話
し
未
納
が
無
い
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

問

口
座
振
替
が
郵
便
局

だ
け
な
の
で
窓
口
を
増
や

せ
な
い
か
。

答

他
の
銀
行
か
ら
も
振

り
替
え
が
で
き
る
よ
う
に
、

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問

東
部
運
動
公
園
屋
外

に
健
康
器
具
を
設
置
し
た

が
、
利
用
者
の
反
応
は
ど

う
か
。

答

散
歩
の
時
な
ど
に
ス

ト
レ
ッ
チ
が
で
き
る
の
で
、

有
り
難
い
と
い
う
話
は
聞

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
設
置
の
周
知
を

行
い
な
が
ら
、
利
用
者
を

増
や
す
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

問

奨
学
金
制
度
の
返
済

は
確
実
に
履
行
さ
れ
て
い

る
か
。

答

平
成
29
年
度
分
ま
で

は
30
名
の
返
済
予
定
者
で

す
。何
名
か
は
返
済
が
遅

れ
て
い
ま
す
が
、遅
延
理

由
の
申
請
が
あ
り
定
期
的

に
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

問

読
書
手
帳
に
つ
い
て
。

答

大
人
も
子
ど
も
も
希

望
者
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
手
帳
は
大
人
は
自

分
の
読
ん
だ
本
の
履
歴

に
活
用
で
き
、子
ど
も
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
手
帳
と
も
リ

ン
ク
し
て
い
ま
す
。

財
務
課

問

町
の
税
金
の
収
納
率

向
上
に
つ
い
て
。

答

納
め
ら
れ
る
資
力

（
財
産
）が
あ
り
な
が
ら
納

め
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
資
力
の

あ
る
方
に
は
よ
く
調
査
の

上
で
、
預
貯
金
や
給
与
の

差
し
押
さ
え
も
実
行
し
収

納
率
も
向
上
し
て
い
ま

す
。都

市
整
備
課

問

町
営
住
宅
の
家
賃
滞

納
と
改
善
策
は
。

答

未
納
の
方
に
つ
い
て

は
滞
納
対
策
強
化
を
し
、

担
当
職
員
で
個

別
訪
問
、
通
知

発
送
な
ど
の
対

応
を
し
ま
し

た
。

　

今
後
町
営
住

宅
の
あ
り
方
を

考
え
る
中
で
、

耐
用
年
数
も
経

過
し
て
い
る
の

で
、
民
間
の
賃

貸
住
宅
を
活
用

し
公
営
住
宅
と

し
て
運
営
す
る

と
い
っ
た
方
法

も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
で
す
。

問

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
西

側
の
商
業
用
地
の
現
状
は
。

答

各
種
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

や
不
動
産
業
者
等
に
一
括

売
却
を
前
提
と
し
て
情
報

提
供
す
る
中
で
興
味
を
示

し
て
い
る
会
社
と
交
渉
し

て
い
ま
す
。経

済
課

問

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
つ
い
て
。

答

相
談
業
務
以
外
に
要

望
が
あ
れ
ば
出
前
講
座
も

行
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
毎
年

高
齢
者
教
室
の
中
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。

問

平
成
28
年
度
よ
り
商

工
会
へ
の
交
付
金
が
５
０

０
万
円
増
え
て
い
る
が
。

答

５
１
０
万
円
が
本
来

の
補
助
金
で
す
。
内
訳
は

80
万
円
が
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
助
成
金
と

４
２
０
万
円
が
人
件
費
で

ほ
ぼ
倍
の
交
付
と
な
っ
て

い
ま
す
。

住
民
福
祉
課

千代田町と連携している消費生活センター
（大泉町役場内）

高齢者の命を守る緊急通報装置と熱中症計
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審議議案と議員の賛否（第３回定例会）
上程された議案・概要・結果

大
澤　

成
樹

酒
巻　

広
明

橋
本　

和
之

大
谷　

純
一

森　
　

雅
哉

川
田　

延
明

襟
川　

仁
志

小
林　

正
明

柿
沼　

英
己

細
田　

芳
雄

青
木　

國
生

髙
橋　

祐
二

議決結果
（賛成：反対）

条例制定
千代田町立認定こども園設置条例　◇【千代田町立認定こども園の設置に係る条
例制定。名称は千代田町立西こども園・千代田町立東こども園】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例の一部改正等
千代田町税条例　◇【地方税法等の改正が平成30年３月31日に公布されそれに伴
い町税条例等の改正をする。主な内容は住民税関係、法人の申告納付、たばこ税
についての改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

権利の放棄について　◇【舞木土地区画整理組合において、保留地処分が完了し、
最終的な無利子貸付金の未返済残高が確定されたことから、地方自治法の規定に
より権利の放棄について議会の議決を求める】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

平成29年度決算
一般会計歳入歳出決算
◇【歳入総額約49億4,321万円、歳出総額約46億7,899万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

国民健康保険特別会計歳入歳出決算
◇【歳入総額約16億2,100万円、歳出総額約15億814万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
◇【歳入総額約１億1,370万円、歳出総額約１億1,097万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

介護保険特別会計歳入歳出決算
◇【歳入総額約９億6,852万円、歳出総額約９億422万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

下水道事業特別会計歳入歳出決算
◇【歳入総額約２億6,657万円、歳出総額約２億5,557万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

平成30年度　補正予算
一般会計（第２号）
◇【約２億626万円を追加し総額約46億8,854万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

国民健康保険特別会計（第１号）
◇【約１億422万円を追加し総額約14億7,298万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

介護保険特別会計（第２号）
◇【約6,265万円を追加し総額約９億2,425万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

下水道事業特別会計（第１号）
◇【約985万円を追加し総額約２億3,487万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

人　事
千代田町教育委員会の委員の任命の同意
◇【現委員の荻原五郎氏を再任（舞木東地区）任期４年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

意見書の提出
群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書の提出
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

平成29年度　特別会計決算
会　計 決　算　額 会　計 決　算　額

国民健康保険
歳　入 16億2,100万円

介護保険
歳　入 9億6,852万円

歳　出 15億 814万円 歳　出 9億 422万円

後期高齢者医療
歳　入 1億1,370万円

下水道事業
歳　入 2億6,657万円

歳　出 1億1,097万円 歳　出 2億5,557万円

人 事 案 件 教育委員会の委員に荻
おぎはらごろう

原五郎氏（舞木東）を再任しました。

意 見 書
「群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める
意見書の提出について」の発議が議会運営委員会委員長より提出
され、全議員賛成により可決されました。

関係行政庁に
意見書を提出➡
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幼
稚
園
と
保
育
園
を
一

体
化
し
幼
保
連
携
型
の
認

定
こ
ど
も
園
の
設
置
条
例

の
制
定
を
す
る
も
の
で
す
。

問

認
定
こ
ど
も
園
設
置

条
例
に
つ
い
て
、
職
員
の

事
務
量
が
増
え
て
子
ど
も

と
向
き
あ
う
こ
と
が
減
る

の
で
は
な
い
か
。

答

正
職
員
だ
け
で
な
く
、

臨
時
・
派
遣
・
パ
ー
ト
の

職
員
な
ど
で
円
滑
な
運
営

に
向
け
た
人
員
体
制
は
確

保
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

控
除
対
象
配
偶
者
が

同
一
生
計
配
偶
者
と
語
句

が
変
更
に
な
っ
た
理
由

は
。

答

所
得
要
件
に
よ
っ
て

該
当
に
な
る
控
除
が
変
更

に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

問

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
対
策
で
補
助
金
等
は

出
る
の
か
。
ま
た
、
個
人

宅
へ
の
対
応
は
。

答

国
か
ら
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
個
人
宅
へ

は
初
期
対
応
の
み
な
の
で
、

今
後
は
他
の
市
町
の
対
応

も
見
な
が
ら
考
え
て
い
き

ま
す
。

問

新
規
工
業
団
地
の
費

用
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

新
た
な
造
成
計
画
に

つ
い
て
、
面
積
や
地
形
に

よ
る
規
定
の
費
用
に
な
っ

て
い
ま
す
。

問

町
税
等
コ
ン
ビ
ニ
収

納
代
行
手
数
料
の
内
訳
は
。

ま
た
、
補
正
の
理
由
は
。

答

４
月
か
ら
８
月
末
ま

で
で
４
，
６
６
４
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。今
後
９
，

０
０
０
件
ぐ
ら
い
が
利
用

さ
れ
る
見
込
み
な
の
で
、

そ
の
分
を
計
上
し
ま
し

た
。

問

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は

い
つ
頃
に
配
布
で
き
る
見

込
み
か
。

答

７
月
か
ら
の
新
し
い

分
別
の
内
容
を
周
知
す
る

た
め
、
早
急
に
毎
戸
配
布

す
る
予
定
で
す
。

問

適
応
指
導
教
室
に
つ

い
て
生
徒
が
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
先
生

の
不
足
に
つ
い
て
は
。

答

先
生
が
足
り
な
い
の

で
、
資
格
を
持
っ
た
先
生

を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

探
し
て
い
ま
す
。

問

商
工
会
関
係
補
助
事

業
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

答

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
を
１
，
６
０
０
セ
ッ

ト
発
行
す
る
事
業
で
す
。

主
な
質
疑

総
務
費
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事

業
費（
新
規
工
業
団

地
造
成
事
業
）…
３

０
０
万
円
追
加

農
林
水
産
業
費
の
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
対
策
事
業
費
…
約

１
０
２
万
円
追
加

総
務
費
の
町
税
等
コ

ン
ビ
ニ
収
納
代
行
手

数
料
…
約
12
万
円
追

加衛
生
費
の
ご
み
排
出

適
正
指
導
事
業
の
印

刷
製
本
費
…
約
52
万

円
追
加

教
育
費
の
適
応
指
導

教
室
事
業
…
２
６
５

万
円
追
加

商
工
費
の
商
工
会
関

係
補
助
事
業
…
60
万

円
追
加

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

千
代
田
町
立
認
定
こ

ど
も
園
設
置
条
例
の

制
定 そ

の
他
の
議
案
に
つ
い
て

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て

西保育園・西幼稚園 → 千代田町立西こども園へ

クビアカツヤカミキリのネットによる対策
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４議員が登壇４議員が登壇

森　　雅哉 議員 P.９

①  マイキープラットフォームへの取り組
みについて

大谷　純一 議員 P.11

① 教育現場における熱中症対策について
②  水害対策は実施しているのか

小林　正明 議員 P.10

① 通学路の児童・生徒の安全対策は

襟川　仁志 議員 P.12

① 町の観光政策について
②  多面的機能支払制度について

丁寧に答弁する高橋町長 議会を進行する髙橋議長

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは町長や町の行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、
または質疑をすることです。（議員一人の持ち時間は答弁を含め40分以内です。）議会だ
よりは、その内容を要約して報告します。

千代田町議会だより「大河」144号　平成30年10月25日発行 8



問　

マ※

イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
活
用
に
つ
い

て
総
務
省
か
ら
通
知
が

あ
っ
た
か
。

町
長　

２
つ
の
通
知
が
届

い
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

地
域
活
性
化
の
検
討
に
つ

い
て
の
通
知
と
、
住
民
総

活
躍
の
支
援
や
地
域
の
消

費
拡
大
に
向
け
た
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
の
設
定
や
、
図

書
館
等
の
窓
口
端
末
の
マ

イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
登
録
な
ど
の
取
り
組
み

の
促
進
を
地
方
自
治
体
へ

お
願
い
す
る
通
知
で
す
。

問　

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
導
入
費
用
は

ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
か
。

町
長　

現
段
階
で
は
具
体

的
な
金
額
の
算
出
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
業
務
委
託
料

や
専
用
の
端
末
な
ど
の
機

器
購
入
費
が
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

問　

町
内
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は
ど

の
程
度
か
。

町
長　

平
成
30
年
７
月
31

日
時
点
で
交
付
枚
数
は
１
，

０
５
６
枚
、
交
付
率
は

9.2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

図
書
館
カ
ー
ド
や
温

水
プ
ー
ル
な
ど
、
施
設
へ

の
利
用
に
つ
い
て
は
。

町
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
１
枚
で
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
こ
と
は
利
用
者
に
と
っ

て
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
既
に

実
証
、
導
入
し
て
い
る
自

治
体
の
動
向
や
費
用
対
効

果
、
安
全
性
な
ど
を
確
認

し
、
導
入
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
町
民
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

ち
よ
だ
ス
マ
イ
ル
ポ

イ
ン
ト
と
個
人
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン

ト
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
。

町
長　

ポ
イ
ン
ト
の
付
与

方
法
を
変
更
す
る
こ
と
は

混
乱
を
招
く
お
そ
れ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
事
業
期
間
の
期
限
ま

で
に
先
行
自
治
体
の
動
向

マイキープラットフォームの活用は

【 町長 】先行自治体の動向などを調べて
検討していきます

森　雅哉議員
M A S A Y A  M O R I

マイナンバーカードを様々な場面で使う取り組みが進められ
ている

や
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
係
る

費
用
対
効
果
が
こ
の
事
業

に
見
合
う
も
の
か
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

※ マイキープラットフォーム
マイナンバーカードを各種利用
カードとして使ったり、自治体ポ
イントの活用にも使える仕組み。

つぶやき

色々なカードが１枚に
まとまると便利になる
と思います。
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問　

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
危
険
箇
所
の
確

認
は
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
の

調
査
や
保
護
者
か
ら
の
情

報
提
供
に
よ
り
、
危
険
性

の
あ
る
民
間
所
有
の
施
設

等
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
視
に
よ
っ
て
１
１
５
箇

所
の
改
修
が
必
要
と
判
断

し
ま
し
た
。
今
後
、
国
の

指
針
等
も
踏
ま
え
て
関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

問　

学
校
施
設
内
の
外
壁

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
認

は
。

教
育
長　

学
校
施
設
内
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
早
急
に

点
検
し
ま
し
た
。
唯
一
、

東
小
学
校
の
西
側
ブ
ロ
ッ

ク
塀
に
建
築
基
準
法
に
適

合
し
な
い
部
分
が
あ
る
事

が
判
明
。
当
該
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
撤
去
し
、
適
合
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
２
段
積
み
の

フ
ェ
ン
ス
に
改
修
し
ま
し

た
。

問　

農
道
の
中
の
通
学
路

安
全
対
策
は
。

町
長　

外
側
線
の
補
修
を

中
心
に
対
策
し
て
い
ま
す
。

運
転
者
へ
の
車
道
の
範
囲

を
明
確
化
し
交
通
事
故
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
「
止
ま
れ
」
の
路
面
表

示
を
、
よ
り
目
立
つ
よ
う

な
形
で
設
置
す
る
な
ど
の

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
故
が
多
発
し
て
い
る
赤

岩
、
萱
野
地
内
の
農
道
周

辺
の
交
差
点
に
は
「
止
ま

通学路の児童生徒の
安全対策は

【 教育長 】通学路では複数箇所の改修が必要と
判断しました

小林 正明議員
MASAAKI KOBAYASHI

れ
」
の
停
止
線
の
手
前
に

凹
凸
の
あ
る
ラ
イ
ン
を
入

れ
て
減
速
さ
せ
、
安
全
運

転
を
促
し
て
い
ま
す
。

問　

防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
基
準
と
設
置
に

つ
い
て
。

町
長　

防
犯
灯
は
地
元
区

長
か
ら
の
要
望
を
受
け
て

設
置
し
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
〜
29
年
に
お
い
て
は

計
１
８
９
件
と
多
数
の
設

置
が
で
き
ま
し
た
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

は
、
町
内
公
共
施
設
へ
の

設
置
が
済
み
、
平
成
28
年

度
よ
り
通
学
路
を
中
心
に

設
置
を
開
始
し
、
昨
年
度

は
３
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
を
見
守
り
、
犯
罪
抑
止

に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

ブロック塀から早急に改修されたフェンス（東小学校）

つぶやき

次世代を担う子どもた
ちの安全・安心確保は、
地域みんなの協力が最
重要！
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問　

保
育
園
・
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
で
は
熱

中
症
に
対
し
て
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
あ
る
か
。

教
育
長　

環
境
省
が
作
成

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
独
自

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
使

い
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に

沿
っ
た
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。

問　

管
内
の
学
校
で
熱
中

症
の
事
例
は
あ
っ
た
か
。

教
育
長　

４
件
あ
り
ま
し

た
。

問　

館
林
市
内
の
体
育
館

で
本
町
の
中
学
生
が
熱
中

症
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ

た
の
は
事
実
か
。

教
育
長　

事
実
で
す
が
回

復
し
ま
し
た
。

問　

運
動
会
・
体
育
大
会

の
気
温
に
よ
る
中
止
判
断

基
準
は
。

教
育
長　

暑
さ
指
数
を
基

準
と
し
て
学
校
現
場
と
協

議
し
、
判
断
し
ま
す
。

問　

９
月
の
平
均
気
温
が

高
い
な
ら
運
動
会
や
体
育

大
会
の
時
期
を
ず
ら
し
た

ら
ど
う
か
。

教
育
長　

現
場
と
十
分
に

話
し
合
い
時
期
を
検
討
し

た
い
で
す
。

熱中症マニュアルはあるか

【 教育長 】対策を講じています

大谷 純一議員
J U N I C H I  O Y A

出典：（公財）日本スポーツ協会　スポーツ活動中の熱中症予
防ガイドブック2018

問　

昨
年
、
越
水
し
た
中

島
地
内
の
水
門
等
の
整
備

は
し
た
か
。

総
務
課
長　

樋
門
の
機
器

の
操
作
の
点
検
な
ど
修
繕

工
事
も
行
い
ま
し
た
。

問　

国
交
省
休
泊
川
排
水

機
場
は
停
電
時
で
も
作
動

す
る
の
か
。

総
務
課
長　

自
家
発
電
で

万
全
な
体
制
で
す
。

問　

大
災
害
時
、
通
信
イ

ン
フ
ラ
が
ダ
ウ
ン
し
た
場

合
は
。

総
務
課
長　

衛
星
回
線
や

消
防
無
線
、
個
人
の
携
帯

電
話
で
の
対
応
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

※ WBGT
WBGTは気温（乾球温度）、湿度
（湿球温度）と輻射熱（黒球温度）
および気流の影響も反映された、
総合的に暑さを評価できる湿熱指
標です。

つぶやき

大
災
害
時
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
が

ダ
ウ
ン
し
た
ら

【
総
務
課
長
】　

衛
星
電
話
も
あ
り
ま
す

来年は熱中症の児童・
生徒が出ないようにし
てもらいたい。
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本町で唯一交付金を受けている木崎クリーンクラブ

※ ディスティネーション
　 キャンペーンとは
自治体と旧国鉄（JR各社）が中心
となって展開する大規模な観光宣
伝キャンペーンのこと。

問　

総
合
戦
略
の
目
標
ど

お
り
、
観
光
客
数
は
増
え

て
い
る
か
。

町
長　

平
成
29
年
度
は
策

定
時
の
15
％
増
の
７
万
９
，

８
９
４
人
で
し
た
。
今
年

度
は
更
に
１
万
人
位
増
え

る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

来
年
か
ら
始
ま
る
群

馬
デ※

ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ど
う

計
画
を
立
て
参
画
す
る
の

か
。

町
長　

町
が
挙
げ
る
Ｐ
Ｒ

と
し
て
は
、
町
の
特
産

で
あ
る
花
木
を
中
心
に
、

フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
な
ど
、

そ
し
て
20
カ
所
程
度
の
観

光
の
掘
り
起
こ
し
を
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
関
係

機
関
な
ど
と
協
議
し
な
が

ら
計
画
し
て
い
き
、
全
国

に
本
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ

う
、
積
極
的
に
進
め
て
い

き
た
い
で
す
。

群馬ディスティネーション
キャンペーンはどう参画するのか

襟川 仁志議員
H I TO SH I  E R I K AWA

【 町長 】全国に町をPRできるよう積極的に
進めていきます

問　

国
で
進
め
て
い
る
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
を
こ
れ
か
ら
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

町
長　

本
事
業
は
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
な
ど

年
々
担
い
手
が
減
少
し
て

い
く
中
、
担
い
手
農
家
へ

集
中
す
る
維
持
管
理
作
業

を
地
域
ぐ
る
み
で
軽
減
し

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
あ
り
、
非
常
に
重
要

な
事
業
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問　

明
和
町
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
協
力
し
て
、
多
額
の
交

付
金
を
使
っ
て
進
め
て
い

る
が
。

町
長　

育
成
に
力
を
入
れ

る
と
と
も
に
、
明
和
町
の

状
況
を
把
握
し
農
業
委
員

会
と
相
談
し
な
が
ら
1
団

体
で
も
多
く
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

つぶやき

交
付
金
事
業
に
国
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
が

【
町
長
】　

１
団
体
で
も
多
く
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い

これからの農業を地域
で考え、資源を守って
いかないと。
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　総務産業常任委員会では、管内の６次産業を進め
ている㈱斉藤農園と商品開発を進めている新生工業
㈱を視察しました。
　真新しい直売所もでき、多くのお客さんに採れた
ての野菜を食べてもらいたいという意気込みが伝
わってくる斉藤さんは、米や多種の野菜、果物の生
産販売をしている農家であり、町内で唯一のいちご
農家です。６次産業については、すでにいちごの加
工品であるいちごジャムを販売し、町内では数少な
い６次産業商品の先駆者です。11月にはいちごソ
フトクリームの販売も進めていくということで、今
後も積極的に６次産業化を進めてもらい、町の特産
品となるよう期待するところです。
　また、新生工業㈱において、ヌーベルオリジンブ
ランドである図形ドーナツ、もつ煮、生クリームサ
ンドドーナツの商品を開発した経緯や施設を見学し
ました。群馬県優良県産品推奨品を本町として初め

て登録したということで、県産や地場産の材料が
もっと増えれば大変嬉しいことです。
　今後は利益が得られるよう販売ルートなどを確立
したいということで、町の有名ブランドとなるよう
期待したいです。

 襟川 仁志　記

６次産業開発により、町の特産品へ期待

管内視察レポート

議員の一言議員の一言視察を終えて視察を終えて

総務産業常任委員会
平成30年７月24日実施
場所： ㈱斉藤農園
　　　新生工業㈱ヌーベルオリジン部

　いちごジャム、カ
レーパン地元の加工
品うまい一品です。
 柿沼

　素晴らしい発想で
力強く進んでいると
感じました。
 森

　斉藤農園様ヌーベ
ルオリジン様両者の
努力を特に感じた。
 細田

　広域連携と他業種
連携が６次産業化成
功のカギですね。

橋本

　６次産業の取り組
み、是非大きく実っ
て欲しいです。
 川田

　地域資源を活用し
新たな付加価値を創
出してほしいなぁ。

大澤

　６次産業の育成は
多くの難問をかかえ
た事業と思う。

青木

　イチゴ、ジャムと
ソフトクリーム、図
形ドーナツに期待。

小林

　ひらめきとチャレ
ンジで事業拡大、す
ばらしいです。

大谷

　地場産を活用し新
たな地域活性化へつ
なげられれば。

酒巻

図形ドーナツといちごジャム

㈱斉藤農園、いちごのハウス
見学

新生工業㈱、（ヌーベルオリジ
ン）で研修
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６次産業化は連携が大切
　新潟市は人口795,775人、面積726.45㎢の政令
指定都市であり、全国一の水田面積を持ち、コシヒ
カリなどの米をはじめ、花き・果樹・畜産など農畜
産物の生産が行われている大農業都市です。
　豊かな田園資源を活用し６次産業化・12次産業
化（６次産業＋田園資源を活用した交流・子育て・
教育・福祉・保健医療・エネルギー環境）の取組み
に力を入れています。その中心を担っているのが、
約８haの広大な敷地にある農業活性化センターと
アグリパークです。農業活性化センターでは品種、

作型、栽培法、資材等の栽培実証試験や土壌分析な
どを、アグリパークでは、宿泊施設を兼ね備え、市
内小学校の全児童が農業と食を学習したり、就農希
望者の研修や食品加工機器を使用した専門家による
加工技術や商品化の講座をしています。
　６次産業化は産業を創ることです。事業者が単独
で取り組むのではなく、JAと連携し、邑楽館林地
区で広域的に、
また、販売業や
飲食業などと連
携して取り組む
ことが有効だと
考えます。
 橋本 和之　記

雇用創出のヒントを学ぶ
　埼玉県吉見町は面積が本町の約1.8倍、人口は1.7
倍の規模です。埼玉県のほぼ中央に位置していて都
心からは50㎞圏にあり、東武東上線、JR高崎線な
どへのアクセスも便利です。
　特産のいちごは県内一の生産量で、「道の駅いちご
の里よしみ」には年間100万人以上が来場している
そうです。
　「西吉見南部土地区画整理事業」についての視察
研修では、どのように進められたかを詳細に学ぶこ

とができました。虫食い状態に存在していた農地を
換地手法（土地の交換）で１箇所にまとめることに
より大区画の土地利用を実現したとのことです。
　そして約20haの分譲を行い、平成26年以降に３
社の企業が進出してきました。それにより町が活性
化し、町民100人以上の雇用創出にもつながってい
ます。
　企業の誘致や
奨励金など、本
町でも色々と参
考になるお話を
聞くことができ
ました。
 森 雅哉　記

企業誘致と６次産業化について

研 修
ー ト

総務産業常任委員会
平成30年７月19日～20日実施
場所：埼玉県吉見町・新潟県新潟市

参加者：柿沼 英己　森 雅哉　細田 芳雄　襟川 仁志　橋本 和之　髙橋 祐二

吉見町役場にて

農業活性化研究センター研修

吉見町

新潟市

吉見町
工業団地造成や都市計画道路その完売後の姿、感動です。（柿沼）
長い時間をかけて作った工業団地は壮観な眺めでした。（森）
立派な工業団地立派な会社は住民と町の努力の証と思う。（細田）
本町と同じで鉄道と国道がなく取り組みに注目したい。（橋本）

新潟市
農業加工経営支援、教育や福祉への支援すばらしい取り組み。（柿沼）
新潟は米作りのトップリーダーだと思います。（森）
ガンバル人、企業が付加価値に辿り着くと思いました。（細田）
施設が充実していて６次産業化の裾野の広さを感じた。（橋本）

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言
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市立静浦小中一貫学校の取り組み
　少子化により児童・生徒が大きく減少していく中、
小中両方の課題を同時に解決できる小中一貫学校を
平成26年４月に開校しました。基本計画にある「こ
とば」「９年間の連続性」「地域」という３つの基本
コンセプトは施設設計に活かされています。校舎２
階から４階の各階中央には図書館を配し本を身近に
感じられる設計となっています。廊下も通常より広
いスペースを確保することで異学年交流の場となっ
ています。また、児童・生徒はもちろんの事、地域
の避難所としての機能も備え、太陽光発電や給水施

設・防災倉庫を屋上に備えています。
　本町においても少子化により児童・生徒の減少が
見られ、既存校舎の老朽化も併せて考えると将来こ
のような小中一貫学校も視野に入れていく必要があ
ると思われます。中１ギャップの解消、異年齢交流、
教科担任制の導入による学力の向上など利点も多い
と感じました。しかし、静浦でも開校までに10年
の期間を必要と
しました。本町
においても未来
を見据えた早期
の計画が必要で
あると強く感じ
ました。
 大澤 成樹　記

葉酸摂取で健康増進
　地域資源と連携した市民との協働による健康づく
り運動を展開しています。市民ボランティアと市の
協働により食育・運動・歯科保健・心の健康の４分
野に分かれてレシピ集や健康体操DVD、歯科啓発
絵本制作や情報誌の発刊などの活動を行っています。
市内には女子栄養大、城西大、明海大の大学があり、
平成18年度に「市民の健康づくりに関する連携協
力協定」を締結しています。
　女子栄養大学の研究を活かし、協働で認知症や脳

塞の予防に効果があるといわれる葉酸を１日400
マイクログラム摂取する取り組みを進めています。
介護認定率や国保の医療費削減など取り組みの成果
が出ています。
　現在の日本は少子高齢化が進み2040年には、３
人に１人が高齢者になると言われています。１人当
たりの医療費は現在32万円を超えています。
　野菜摂取や運動といった生活習慣の改善を心掛け、
健康寿命の延伸を目指す
事が自分自身、或いは社
会経済において、とても
大切なことであると再認
識しました。
 川田 延明　記

健康づくりと小中一貫校の取り組みについて

視 察
レ ポ

文教民生常任委員会
平成30年７月２日～３日実施
場所：埼玉県坂戸市・静岡県沼津市

参加者：川田 延明　大澤 成樹　青木 國生　小林 正明　大谷 純一　酒巻 広明　髙橋 祐二

坂戸市役所にて

静浦小中一貫学校で研修

坂戸市

沼津市

坂戸市
健康第一、毎日野菜を食べて脳の老化を防ぎましょう。（川田）
健康増進、発病予防に心がけ健康寿命を延ばそう！（大澤）
大学との連携による葉酸プロジェクトが全てと感じた。（青木）
市民、大学、産業が協働で日本一健康なまちづくり推進。（小林）
産学官連携で健康寿命への取り組み、羨ましいです。（大谷）
健康寿命はバランスの良い食生活と適度な運動が大切。（酒巻）

沼津市
子どもの安心安全を考えた、素晴らしい新設校でした。（川田）
９年間だからこそ出来る独自のカリキュラム魅力的です。（大澤）
小中一貫校について、本町で議論することは時期尚早。（青木）
未来をデザイン・実現する知・体・徳を育む小中一貫校。（小林）
千代田町も近い将来、小中一貫校が必要になるかと。（大谷）
少子化への対策と安心安全の居場所づくりが大切。（酒巻）

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言

千代田町議会だより「大河」144号　平成30年10月25日発行15



総務産業常任委員会総務産業常任委員会
柿沼 英己（委員長）
森　 雅哉（副委員長）
細田 芳雄
襟川 仁志
橋本 和之

≫主な所管事務について
総　務　課…秋の全国交通安全運動について
　　　　　　館林地区消防組合管内の火災発生

件数と救急出動状況
財　務　課…ヤフー官公庁オークションの参加

状況について
経　済　課…川せがきの結果報告について

産業祭について
都市整備課…ふれあいタウンちよだ分譲状況に

ついて
舞木土地区画整理組合について
新規工業団地の進捗について
商業用地の企業誘致について
都市計画道路及びその延伸事業について

≫意見交換　（視察研修における）工業団地等について、６次産業について
≫閉会中の継続調査について

問
産
業
祭
で
今
年
か
ら

行
わ
れ
る
誕
生
記
念
樹
の

贈
呈
事
業
と
は
。

答
出
生
届
が
出
さ
れ
た

お
子
様
に
苗
木
を
配
布
す

る
事
業
で
す
。
４
種
類
の

苗
木
か
ら
選
ん
で
も
ら
い
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

問
川
せ
が
き
で
屋
台
が

21
時
の
定
時
で
閉
ま
る
た

め
、
道
も
暗
く
な
り
楽
し

め
な
い
方
が
い
た
よ
う
だ

が
、
も
っ
と
時
間
を
延
長

出
来
な
い
の
か
。

答
警
察
の
協
力
の
下
、

屋
台
の
営
業
時
間
を
守
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
道
が

暗
く
な
る
の
を
予
想
し
照

明
を
準
備
し
て
い
ま
し
た

が
、
来
年
度
は
更
に
快
適

に
な
る
よ
う
営
業
時
間
を

含
め
て
検
討
し
ま
す
。

問
川
せ
が
き
で
は
違
法

駐
車
も
多
か
っ
た
と
聞
く

が
対
応
は
。

答
こ
こ
数
年
は
町
民
プ

ラ
ザ
や
小
学
校
の
駐
車
場

も
満
車
に
な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
敷
の
駐
車
場
の
範
囲

を
広
げ
た
い
が
費
用
が
か

か
る
の
で
予
算
を
考
え
て

検
討
し
た
い
で
す
。ま
た
、

地
元
で
空
い
て
い
る
場
所

を
探
し
て
地
主
に
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
考
え

て
い
ま
す
。

意
見
交
換

工
業
団
地
等
に
つ
い

て議
員
製
造
業
だ
け
で

な
く
物
流
の
会
社
で
も
雇

用
が
生
ま
れ
町
が
活
性
化

す
る
と
思
う
が
。

執
行
部
税
収
を
考
え
る

と
製
造
業
を
優
先
し
た
い

が
、
物
流
関
連
も
視
野
に

入
れ
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
誘
致
に
関
し
て

固
定
資
産
税
に
相
当
す
る

額
の
奨
励
金
を
出
す
と
、

交
付
税
が
減
る
な
ど
厳
し

い
状
況
も
あ
る
が
、
長
い

目
で
考
え
る
と
結
果
的
に

税
収
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
の
で
継
続
を
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。

議
員
国
道
や
鉄
道
の

無
い
吉
見
町
で
も
道
の
駅

が
あ
る
の
で
、
本
町
で
も

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

６
次
産
業
に
つ
い
て

執
行
部
新
規
就
農
者
支

援
、
６
次
産
業
化
支
援
に

つ
い
て
本
町
で
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

議
員
町
内
で
農
産
物

の
加
工
を
行
い
た
い
と
い

う
希
望
業
者
を
支
援
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。

執
行
部
加
工
販
売
に
つ

い
て
は
難
し
い
面
も
あ
る

が
意
欲
の
あ
る
方
々
を
支

援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

主
な
質
疑

町からの報告事項

主な協議事項

５万人の人出があった川せがき
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文教民生常任委員会文教民生常任委員会
川田 延明（委員長）
大澤 成樹（副委員長）
青木 國生
小林 正明
大谷 純一
酒巻 広明

≫主な所管事務について
住民福祉課…児童福祉に関する各種届出につい

て
環境下水道課…ちよだスマイルポイント事業につ

いて

教育委員会…千代田未来塾、実施状況について
クビアカツヤカミキリの被害木に
ついて
平成30年度 全国学力学習状況調
査の結果について

≫意見交換　健康増進及び推進について、夏休み後の不登校児童・生徒の対応策について、適応指導
教室の状況について

≫閉会中の継続調査について

問
全
国
学
力
テ
ス
ト
で

全
国
平
均
を
超
え
た
科
目

は
。

答
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
細
か
い
部
分
の
分
析
を

し
な
が
ら
学
力
向
上
に
向

け
た
学
習
指
導
の
改
善
を

は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

問
夏
休
み
開
催
の
千
代

田
未
来
塾
の
指
導
内
容

は
。

答
基
本
は
自
学
自
習
で

す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
先
生
に
教
わ
っ

て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
し

た
。

問
西
小
学
校
大
運
動
会

が
半
日
に
な
っ
た
経
緯

は
。

答
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果

に
つ
い
て
は
、
半
日
開
催

に
賛
成
67
％
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
33
％
で
し
た
。

問
子
ど
も
達
に
家
庭
学

習
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
の
方
策
は
。

答
小
学
校
で
は

宿
題
で
家
庭
学
習

の
習
慣
が
身
に
つ

く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
で

は
教
科
毎
に
学
習

内
容
を
定
め
、
家

庭
学
習
定
着
に
向

け
た
工
夫
も
し
て

い
ま
す
。

問
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
小
型
家
電
・
ガ
ラ
ス

類
の
回
収
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
指
導
は
。

答
広
報
、
環
境
エ
コ
通

信
等
で
周
知
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。今
回
新
た
に
、

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て
手
直
し
を
し
毎
戸
配
布

す
る
予
定
で
す
。

意
見
交
換

健
康
増
進
及
び
推
進

に
つ
い
て

議
員
小
・
中
学
生
及

び
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
食
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
は
可
能
か
。

執
行
部
ち
よ
だ
元
気

ア
ッ
プ
計
画
に
健
康
増

進
・
食
育
推
進
の
計
画
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士
と
も
相
談
し

な
が
ら
先
進
地
の
良
い
所

も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

で
す
。

執
行
部
夏
休
み
明
け
は

児
童
・
生
徒
の
中
に
は
勉

強
・
友
人
関
係
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
る
子
ど
も
も

い
る
の
で
不
安
を
取
り
除

く
よ
う
に
家
庭
訪
問
・
電

話
連
絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
明
け
の
気

持
ち
の
切
り
替
え
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
学
校
か
ら
各

家
庭
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

適
応
指
導
教
室
の
状

況
に
つ
い
て

執
行
部
児
童
・
生
徒
の

状
況
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
を
通
じ
て
各
学
校
長

と
情
報
の
共
有
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
指
導
員
と
学
校

が
直
接
、
連
携
を
取
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

主
な
質
疑

町からの報告事項

主な協議事項

夏
休
み
後
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
の
対
応

策
に
つ
い
て

配布場所：役場・保健センター・温水プール
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議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は、

12月７日（金）～12月14日（金）の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

議会広報編集委員会
委
員
長

橋
本　

和
之

副
委
員
長

酒
巻　

広
明

委

員

柿
沼　

英
己

委

員

川
田　

延
明

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

大
澤　

成
樹

委

員

髙
橋　

祐
二

今号の表紙
～体育大会の花形、元気いっぱいの行進～
９月28日、中学校校庭にて、「体育大会」が開催され
ました。
１・２・１・２思い思いの掛け声で子どもたちが入場です。
平成最後の体育大会、長縄や玉入れ、リレー等、子
どもたちの真剣な表情に感動しました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

編み物サークル
代表者：高橋　友子さん（下中森）

　会員数15人の編み物サークルは、町民プ
ラザにて、おもに第２木曜日の９時30分～
12時で活動しています。それぞれ自分で作
りたい作品（服・小物入れ・ペットボトル
カバーなど）を編んでいます。服などを編
み上げるまでに３ヶ月から半年ほどかかりますが、世界に一つ
だけのオリジナルの作品ですので心を込めて大切に編んでいま
す。
　編み上げた服を着たり、小物入れを使ったり編み物を楽しん
でいます。
　現在仲間を募集していますので興味のある方は、ぜひ気軽に

見学に来てください。また、町文
化祭にも出品していますのでご覧
になってください。

心を込めて大切に
編んで着こなす

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆さま、また９月定例会において貴重な
ご意見をいただきました傍聴の皆さまありがとうございました。

取材議員のひとこと

編んでいる時は編み図を見ながら手先
に集中していましたが、休憩時間には
皆さん笑顔でおしゃべりして楽しそうで
した。

酒巻橋本
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